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はじめに

慢性副鼻腔炎には, 副鼻雄気管支症候群や好酸求性副

鼻腔炎のように慢性気管支炎症性疾患 (びまん性汎細気

管支炎, 気管支拡張症, 慢性気管支炎) や喘息などの下

気道病変を合併する慢性高U鼻陀炎が存在する これら目‖

鼻腔炎は上気道 下気道それぞれ類似した病態が認めら

れ, いくつかの共通点も認められる 副鼻座気管支症候

群は慢性副鼻腔炎と慢性気管支炎症性疾患が併発した疾

息であり治療に関しては少量マクロライド療法の有効性

が現在検討されているとさらに好酸球性副鼻腔炎は, 少

量マクロライド療法の効果がなく、さらに成人H市息の合

併が多 く認められる

しかしながら, 明らかには下気道病変を合併していな

い慢性副鼻腔炎も存在する これら合併のない疾患の中
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要 旨 !下気道疾息を合併していない慢性副鼻腔炎症例においても潜在的な下気道病変を合併してい

る可能性があり, 気道過敏性検査が有用であるといわれている 今回は, 清在的な下気道病変の有無

を検討 し, 好酸球性副鼻雄炎, アレルギー性副鼻腔炎, 非アレルギー性副鼻腔炎 (従来型の慢性副鼻

燿炎) の主に 3 亜I Jに分壊 し, 慢性副鼻腔炎の臨床病態別に気道過敏性 と臨床的特徴について検討 し

た 対象症例41例の内訳は男性27例, 女性14例であ り平均年齢は48 8歳であった 好酸球性副鼻腔炎

症例では21例中15例 (71 4% ) の症例で, アレルギー性鼻炎症例 8 例中 6 例 (75 0% ) の症例で, 非

アレルギー性副鼻陸炎症例11例中 3 例 (27 3% ) の症例にて下気道過敏性の元進が認められた 好酸

球性副鼻腔炎症例が, 他のアレルギー性副鼻腔炎や非アレルギー性副鼻腔炎 と比べて, 最も log D ― l

値が低 く気道過微性が克進していることを認めた 好酸球性副鼻腔炎の気道過敏性元進の程度は, 非

アレルギー性副鼻腔炎に比べ有意に高 く, アレルギー性副鼻腔炎よりも高い傾向を示 した 喘息を合

併 していない好酸球性副鼻雄炎 も, アレルギー性鼻炎同様に'持息発症の blgh isk グループと考えら

れた

K err w ord車 気道過敏性 (H〕Pげsttsitvity of lowα resPrttOrv tlacO , 好酸球性副鼻腔炎 (eoslnopLILc sinusits),

喘ま (astllIIla)

には明らかには,成人喘息などの下気道病変などを発症,

もしくは合併していないが, 気道過敏性が有意に克進し

て認められるものもある これらから, 下気道疾息を合

併していない慢性副鼻腔炎症例においても清在的な下気

道病変を合併している可能性があり, 気道過敬性校査が

有用であるといわれている 今回は, 港在的な下気道病

変の有無を検討し, 好酸求性副鼻腔炎, アレルギー性副

鼻腔炎, 非アレルギー性副鼻腔炎 (従来型の慢性副鼻腔

炎) の主に3亜型に分類 し, 慢性副鼻腔炎の臨床病態別

に気道過敏性と臨床的特徴について検討した

対象 と方法

2003年 4 月から2007年12月までの4 年間に横浜市大附

属市民総合医療センター耳鼻咽喉科を初診した慢性副鼻

雄炎41例で, 臨床診断にて今までに下気道疾患 (喘息な
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